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　森林総合研究所四国支所では、毎年秋に「四国
支所一般公開」を開催し、地域のみなさまに支所
の研究成果や活動内容を公開していますが、今年
は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中
止とさせていただきました。楽しみにして下さっ
ている皆様には申し訳ない気持ちでいっぱいです。
そこで今回、当支所の広報誌「四国の森を知る」
の増刊号をみなさまにお届けすることにしました。

　森林総合研究所は茨城県つくば市に主たる研究
所が所在しており、北海道から九州までの 6か所
に支所等が配置されていますが、地域に応じた森
林や樹種について研究するため、地域ごとに実験
林や樹木園があります。その主なものを紹介する
と、つくば市には 2か所の樹木園があり、合わせ
て 6.4 ha で 630 種余りの樹木が植栽されていま
す。北海道支所（札幌市）には樹木園と実験林を
合わせて約 153 ha あり、トドマツやエゾマツ、
カンバ類などの北方樹種を中心に植栽されていま
す。多摩森林科学園（東京都八王子市）には樹木
園とサクラ保存林の合計では約 15ha があり、日
本全国のサクラの種や栽培品種があわせて約 500
種類植えられています。
　四国支所（高知市）の樹木園と実験林は合計
4.6 ha で、樹木園には四国産の郷土樹種を中心に

当支所の研究者がそれぞれの専門分野から、いわ
ば「森の豆知識」を提供して作りました。例年な
ら一般公開の「実験林案内」でお話しするところ
ですが、今年はそれを誌上でお届けしようという
趣旨です。森の中を歩いている気持ちで楽しんで
いただければ幸いです。新型コロナウイルスはま
だまだ予断を許さない状況が続いていますが、皆
様のご健康をお祈り申し上げます。

植栽され、実験林には林業樹種としてスギ、ヒノ
キなどが植えられているほか、99 科 321 種の野
生植物が成育しています。
　本誌では四国支所の樹木園や実験林でみられる
ものの中から、いくつかの話題をピックアップし
てご紹介します。

森林総合研究所の樹木園と実験林について  産学官民連携推進調整監　佐藤　重穂

四国支所実験林のアラカシの堅果（ドングリ）

「四国の森を知る」増刊号をお届けします
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　四国支所構内の土壌は、赤色系褐色森林土に区
分されます。褐色森林土は、日本の森林土壌の７
割を占める代表的な土壌型です。構内の土壌は、
A層と呼ばれる最表面の有機物が多い層が薄く、
土が堅いという特徴があります。
　土壌の材料となる表層地質は、第四紀の前期更
新世につくられた砂や泥の堆積物からなり、朝倉
城跡のあたりまで広がっています。
　支所から針木浄水場を超えて山の頂部まで行く
と、古生代に堆積した砂岩および泥岩とチャート
の互層が広がっています。

　植物の花粉は種を作るための重要な役割を果た
しますが、その多くはめしべにたどり着けず地面
に落下します。花粉は強い外膜を持っているため、
落下後も長期間土壌中に保存されます。樹木園内
のスギ林の土壌を顕微鏡で調べたところ、スギの
花粉が多く見つかりました（写真）。しかし、その
周辺に植わっているマツ属の花粉もまた含まれて
いました。肉眼ではわかりませんが、植物の営み
の証拠が花粉の形で土の中には残されています。

　四国支所のヒノキ林では、28 年以上にわたっ
て、落葉を測定しています。ヒノキ林の地面にか
ごを置いて毎月中身を回収します。この調査から、
どのぐらいの葉がいつ頃落ちてくるのかを知るこ
とができます。28年間の観測より、落葉は 10月
19 日に始まって、翌年の 2月 9日に終わること
がわかりました。ヒノキは 100 日以上にわたって
少しずつ、だらだらと落葉しています。あまりに
ゆっくりと落ちてくるので、なかなか気が付かな
いかもしれません。

　四国の太平洋側の地質は、主に付加体と呼ばれ
る過去に海中にたまった堆積物の層によって構成
されています。付加体とは海洋プレートが大陸プ
レートに沈み込む際に、海洋プレート上の堆積物
が陸側にくっついたものです。
　堆積岩は火山噴出物からできた岩石に比べると
固い特徴があります。四国の山の傾斜が急峻であ
るのも、堆積岩由来の山が多く、地質的に固い岩
石でできていて、浸食を受けにくいことが一つの
要因となっています。

四国支所実験林の土壌  森林生態系変動研究グループ　稲垣　昌宏

スギ林土壌中に含まれる花粉  森林生態系変動研究グループ　志知　幸治

ヒノキの葉はだらだらと落ちてきます  森林生態系変動研究グループ　稲垣　善之

ヒノキの落葉を集めるかご

スギ林土壌中のスギとマツ属花粉
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　田畑の雑草取りなどと同様、当所実験林の管理
も手間のかかるものです。降水量や気温が植物の
生育に適した温帯では、植物はあらゆるところに
自然に生えてきます。これらの植物は、風や鳥に
よって種子が運ばれてきたり、運び込まれた土に
種子が混じっていたりしたものです。勝手に生え
て旺盛に伸びる樹木は管理にとっては厄介ですが、
森林生態系が存続するには大切な仕組みです。路
傍の植物がどうやってそこに生えたのか、想像す
るのも楽しいものです。

　1964 年に四国支所が高知市朝倉に移転した際
に樹木園も整備され、計
208 種の樹木（様々な品
種があるものも 1種とし
ています）が植栽されま
した。今回はそのなかで、
高知市近郊では樹木園の
ようなところでしかみる
ことができない樹種を紹
介します。

　日本の山野で繁殖する鳥類の約 4割は「夏鳥」
と呼ばれ、春になると南から渡ってきて、秋にな
ると南に渡っていきます。森の夏鳥といえばキビ
タキです。本種は日本全国で繁殖し、オスはよく
通る明瞭な声で春から夏にかけて囀ります。樹木
園でも 5月から 7月にかけて「ピッコロ」と囀っ
ています。渡来直後には、「ジジッ」とアブの羽音
に似た声を出してオス同士で争っています。フィ
リピンからボルネオ北部で越冬するとされる本種
ですが、どうやって南下してどこで越冬している
のか、興味が持たれます。

　ハリモミは福島県から九州の冷温帯に生育する
針葉樹で、高知県では愛媛県や徳島県との県境付
近の標高の高い山でしかみることができません。
「モミ」という名前ですが、分類上では「トウヒ属」
となっており、四国で唯一確認されているトウヒ
の仲間になります。また、名前に「ハリ」がつい
ているように鋭く尖った葉をもち、別名「バラモ
ミ」とも呼ばれています。四国ではなかなかみる
ことができない樹木です。四国支所にお越しになっ
た際にはぜひご覧ください。

自然に生えてくる樹  チーム長（森林保育管理担当）　大谷　達也

樹木園にはいろんな樹木があります  森林生態系変動研究グループ　米田　令仁

春の訪れとともに～キビタキ～  森林生態系変動研究グループ　山浦　悠一

東南アジアから帰ってきたオス

実験林内の舗装路脇に自然に生えてきた
イヌビワ（左）とエノキ（右）

ハリモミ（マツ科トウヒ属：
学名 Picea torano）
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九州・四国地域公開講演会のお知らせ

　「植えた樹を鹿から守る」と題して講演動画
を YouTube に掲載します。新型コロナウイ
ルス感染拡大防止の観点から今回は動画配信
のみとなります。動画掲載は 12月 1日を予
定しており、九州・四国支所ホームページに
もリンクを設置しますので、皆様是非ご覧く
ださい。

　みなさんは外来種と聞くと、マングースやヒア
リなどを思い浮かべるかもしれません。さて、身
近な実験林においても、外来種が見られます。ひ
とつは、中国原産のモウソウチクです。諸説あ
りますが、江戸時代に薩摩藩が輸入し、全国に広
まったとされています。モウソウチクは、昔は竹
材やタケノコが重宝され、きちんと竹林が管理さ
れていました。しかし、近年の生活様式の変化で
竹林が放置され、周辺の森林などに侵入して問題
になっています。モウソウチクは、伐採しただけ
では再生してしまうので、除草剤による駆除方法
も検討されています。一方で、積極的に手入れや

　一般公開で行っている実験林案内の際に通る遊
歩道には、一部区間、試験的にウッドチップが敷
いてあります。これは、林内の間伐材や剪定枝の
ほか、森林総合研究所林木育種センター関西育種
場四国増殖保存園（高知県香美市）で伐採された
樹木を、実験林の管理を担当する職員が毎年チッ
プに加工し、敷いているのです。樹種はスギ、ヒ
ノキ、広葉樹等様々です。チップを敷くことで除
草の手間を省く効果があります。歩き心地もいい
ですし、敷いて間もない時には香りも楽しめます。
ただ、ミミズが生息するのに最適な環境条件となっ

利用を行うことも重要です。外来種の多くは、人
間の活動によって広まったものです。そのため、
人間の責任で管理や駆除を行い、導入は慎重に検
討し、森林生態系を保全していく必要があります。

ているため、餌を求めて来たイノシシが、よく掘
り起こしてしまい日頃の作業に支障が生じるのが
悩ましいところだそうです。遊歩道に敷く以外に
は、堆肥精製・培養土
作りなど無駄なく利用
されています。次に実
験林案内に参加される
時には、ぜひ足下にも
注目してみてください。

森の身近な外来種  森林生態系変動研究グループ　伊藤　武治

林内遊歩道のウッドチップ  流域森林保全研究グループ　垂水　亜紀

林内のウッドチップ

実験林内のモウソウチク林（矢印は新竹）
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